
「お魚里帰り大作戦２０１８」のご案内

水資源機構琵琶湖開発総合管理所では、琵琶湖沿岸の水
み ず し げ ん き こ う

辺環境の保全に取り組んでいます。

その一環として、琵琶湖で減少しているフナ・コイなど

の在来魚の回復に役立てるため、水資源機構で管理・運用
み ず し げ ん き こ う

している「新浜ビオトープ」で産まれ、成長したフナ・コ
し ん は ま

イなどを、お子様に手伝っていただいて、故郷である琵琶

湖に里帰りさせるイベントを開催します。

実 施 日：平成３０年１０月２８日（日）１０：００～１２：００

（小雨決行）

実施場所：新浜ビオトープ （草津市新浜町２５１－３）

参 加 者：小学１年生以上のお子様と保護者

※ 取材を希望される方は、１０月２６日（金）までに下記問い合わ

せ先へご連絡の上、当日１０時までに現地受付までお越し下さい。

※ 中止の場合には、当管理所のホームページにてお知らせします。

平成３０年１０月１８日

独立行政法人 水資源機構

琵 琶 湖 開 発 総 合 管 理 所

発表報道機関

滋賀県報道機関

問い合わせ先
独立行政法人水資源機構 琵琶湖開発総合管理所

総務課長 堀口（ほりぐち）

住 所：大津市堅田２丁目１－１０

電 話：０７７（５７４）０６８０

ＦＡＸ：０７７（５７４）１７３９

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

http://www.water.go.jp/kansai/biwako/index.html



お魚里帰り大作戦２０１８と新浜ビオトープの概要

１．イベントの目的

お魚里帰り大作戦は、ビオトープで産まれたフナ・コイ類の子どもを捕まえて、琵琶

湖に放流するイベントです。

フナ・コイ類の回復の手助けを行うことを通じて、親子で楽しみながら琵琶湖の生き

物をはじめとした環境とその大切さを学んでいただきます。

この里帰り作戦は平成21年から実施しており、平成24年からは、お子様にも参加して

いただいています。

２．新浜ビオトープとは

フナ・コイ類は、春に成魚が琵琶湖から内湖や田んぼなどに移動して産卵します。そ

の後、生まれた稚魚は琵琶湖に戻って成長し、成魚になって再び内湖や田んぼに産卵に

戻るというサイクルで生活していました。

しかし、近年、内湖や田んぼなどとの連続性の低下や外来魚の増加などの生息・産卵

環境の変化によりフナ・コイ類の減少が指摘されています。

このため、琵琶湖開発総合管理所では、フナ・コイ類の産卵の場として平成19年度に

新浜ビオトープを設置しました。

３．捕獲した魚類の実績

これまでに新浜ビオトープで捕獲した魚類の実績は、次のとおりです。

フナ・コイ類 その他の魚類

平成21年 7月 約900匹 2匹

平成22年 7月 約6,500匹 約100匹

平成23年11月 約2,200匹 約200匹

平成24年10月 約5,600匹 約300匹

平成25年10月 約1,700匹 約180匹

平成26年10月 約1,700匹 約40匹

平成27年10月 約300匹 6匹 ※上池のみ

平成28年10月 約3,000匹 20匹

平成29年10月 約620匹 約150匹 ※台風のため職員

のみで実施

「その他の魚類」は主にナマズ、オオクチバス、ブルーギル、カムルチーなどです。

ビオトープで捕れた有害な外来生物は琵琶湖に放流せず、回収しています。

４．その他

新浜ビオトープの位置やスケジュール等については別紙のとおりです。
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